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医療における2025年問題医療における2025年問題
　団塊の世代が75歳になる2025年。我が国の人口減少・高齢化
に伴い、日本の医療モデルは変化しようとしています。
◇どういう変化？
　「身体を治す医療」から「生活を支える医療」、「病院完結型」から「地域完結型」、「入院医療」から、「在宅医療」、

「救命・延命・治療」から「病気（合併症）と共存」、「社会復帰」から「quality of life、QOL（生活の質）」などの変
化です。

◇今後の医療体制はどうなる？
　「医療から介護へ」、「病院・施設から地域・在宅へ」という流れに、今後展開していく必要があります。
　具体的には、それぞれの地域の実情にあった地域包括ケアシステム（医療・介護・予防・住まい・生活支援
が総合的に確保される体制）の構築を目指すということです。
　2025 年には、ひとり暮らしや高齢者のみの世帯がより一層増加することが予想されるため、「自助」「互助」
の概念や範囲、役割に新しい形が求められます。

医療・介護の提供体制の将来像の例

医療提供体制の効率化・重点化と機能強化
都道府県域から市町村域まで、重層的に医療サービスを提供

市町村レベル：
主治医（総合医を含む）による日常の診療対応

診療所の機能強化
外来・往診、在宅支援

地域の多様な
ニーズに対応

医師数増などの
強化・重点化

早朝の地域復帰
・家庭復帰

ドクターヘリなど広域救急

※人口1万人程度の圏域。
※地域包括ケアシステムの概要（出所：厚生労働省）

地
域
連
携
の
強
化

複合型サービス

訪問看護

在宅療養
支援療養所、
薬局など

在宅療養
支援療養所、
薬局など

在宅療養
支援療養所、
薬局など

24時間
地域巡回型
訪問サービス

24時間
地域巡回型
訪問サービス

ケア付き
高齢者住宅

小規模多機能

包括的
マネジメント
機能

グループホーム
地域密着型特養

在宅医療連携拠点機能 地域包括支援センター

救急患者の
確実な受入れ

認知症等
専門医療へ
円滑な紹介

救急病院
・専門病院

リハビリ等を
担う病院

ケアマネジャー

リハ機能の強化
速やかな在宅復帰

特養、
老健施設等

地域に密着した病院

高度な医療を提供する病院

がん治療や高度先進医療

認知症サポーター

医療人材

専門医療に
円滑に紹介

緊急時も確実
に入院可能

休日・深夜
でも安心

30分以内に訪問

自らの住まいで
終末期まで生活

（医療・介護の連携）

地域で安心して
暮らし続けられる
よう整備

介護人材（ヘルパー等）

生活・介護支援サポーター
新しい公共（パートナーシップ）＝地域の支え合い

ＮＰＯ、住民参加等

機能分化・連携強化、効率化・重点化

在院日数減

連携

人口20～30万レベル：
救急病院など地域の基幹病院を中心とする
医療機関のネットワーク

市町村レベル：
主治医（総合医を含む）による日常の診療対応

小・中学校区レベル（※）：
日常生活の継続支援に必要な医療・介護サービス提供体制

地域包括ケアの実現（包括的ケアマネジメントの機能強化）
※体制整備は被災地のコミュニティ復興において先駆的に実施することも検討

～機能分化し重層的に住民を支える医療・介護サービスのネットワーク構築～

＆
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糖尿病ってどんな病気？

生活の中で心がけること

　糖尿病は、血液の中のブドウ糖（グルコース）の濃度（血糖値）が高い状態が続くことです。
「尿に糖が出る」ことや、体の中の「インスリン」というホルモンがうまく働かなくなり、血糖値が高
い状態が続いてしまいます。
　最初は、ほとんど自覚症状を感じることはありません。しかし、血糖値の高い状態が続くと「のどの
渇き」「疲労感」「多尿」「頻尿」「体重減少」などの症状があらわれるようになり、次第に全身の血管や
神経が傷つき、全身のさまざまな臓器に影響が起こってきます。

　糖尿病の患者さんは、食事療法・運動療法・薬物療法に取り組むほか
に生活の中で注意しなくてはならないことが、いくつかあります。

　糖尿病の患者さんは、低血糖や高
血糖になると意識を失ってしまい、自
分が糖尿病であることを人に伝えら
れない状態になる可能性もあります。
　また、眼科・歯科・薬局などで糖
尿病連携手帳を見せることで、糖尿
病のコントロール状態がわかり、治療
の目安になります。

　ストレスを感じて緊張した状態が続
くことで、体内にさまざまなホルモン
が分泌され血糖値が高くなることがわ
かっています。
　できるだけストレスをためず、上手
にストレスを解消する生活を心がけま
しょう。

糖尿病連携手帳を持ちましょう ストレスをためない

＊糖尿病とうまく付き合っていきましょう。
標準体重の出し方
標準体重（ｋｇ）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２

体重 標準体重

検尿（尿糖） 陰性

血糖 空腹時110ｍｇ/ｄｌ以下
食後２時間　180ｍｇ/ｄｌ以下

ＨｂＡ１Ｃ
（ヘモグヘモロビン
　　　エーワンシー）

7.0％以下
6.0％以下なら最も理想的

糖尿病コントロールの目標は・・・
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かかりつけ医をもちましょう
　風邪をひいた時、軽いケガの時、大きな病院へ行っていませんか？その病院でしか診ても
らえない人も待っています。
　救急外来を気軽に利用していませんか？本当に救命処置が必要な人がいます。
　この西北五地域の医療を変えるためにあなたができること、

　自宅や職場から近く、しっかりとコミュニケーションが取れる病院・診療所
（かかりつけ医）を持ちましょう。

〒037‒0202 青森県五所川原市金木町菅原13番1
TEL.0173‒53‒3111 FAX.0173‒53‒2407

〒038‒3503 青森県北津軽郡鶴田町大字鶴田字鷹ノ尾34番地
TEL.0173‒22‒2261　FAX.0173‒22‒5484

〒038‒3131
青森県つがる市木造千年4番地
TEL.0173‒42‒3111
FAX.0173‒42‒1526

糖尿病教室
　当院では、糖尿病教室を開催して
います。
　糖尿病・お薬・食事療法・運動療
法などを患者さんに知ってもらい、
無理なく毎日を過ごせるように情報
を提供しています。
　患者さん・ご家族、ご興味のある
方はぜひご参加ください。
◆開催日　毎週火・木曜日
◆時　間　
　午前９時30分から
　15分程度
◆場　所　
　１階　大ホール

一方通行、気を付けて！
　かなぎ病院の敷地内は、一部、一方通行と
なっております。事故・トラブルを未然に防
ぐ為、ご協力をよろしくお願いいたします。

鶴田診療所の診療日について　当診療所では、診療日が下記のとおりとなっております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　お間違えのないよう、よろしくお願いいたします。

〒038‒2761
青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字蒲生106番地10
TEL.0173‒72‒3111 FAX.0173‒72‒3367

〒037‒0074 
青森県五所川原市字岩木町12番地3
TEL.0173‒35‒3111（代表）
FAX.0173‒35‒0009

診療日のご案内
　鰺ヶ沢病院では、７月１日より下記の日程で
診療しておりますので、お間違えのないよう
よろしくお願いいたします。

鰺ヶ沢病院からのお願い
　駐車場外に駐車されている車が見られるこ
とがあります。当院発着のバス運行の妨げに
なる場合もありますので、お車で来院される
場合は駐車場に停めてくださるようよろしく
お願いいたします。
　今後もこれまで以上に安心した医療と充実
したサービスを提供していきます。

広報誌事務局／つがる西北五広域連合病院運営局 ☎0173‒26‒6363

「内視鏡電子スコープを更新しました」
　内視鏡検査の精度をより高めて疾病の早期
発見・早期治療につなげるため、老朽化した
内視鏡電子スコープを更新しました。胃や十
二指腸を調べる機器２本と大腸等を調べる機
器２本の合わせて４本を最新型へ更新し、日々
の検査に役立てています。

つがる西北五広域連合は地域全体で
完結する医療の提供を目指しています

駐車スペース駐車スペース

かなぎ病院かなぎ病院

かなぎ
調剤薬局
かなぎ
調剤薬局

花壇花壇 花壇花壇 バス停バス停 サカエ
薬局金木
サカエ
薬局金木

玄関・スロープ玄関・スロープ

道
路

道
路

救
急
外
来

救
急
外
来

駐
輪
所

駐
輪
所

車
庫
車
庫

一方通行一方通行

一方通行一方通行

診療科目
〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△

－ 〇・△ 〇・△ －

木 金水火月

－

〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△

〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△

〇・△ － － 〇・△ －

－ 〇・△ － 〇・△ －

〇・△ 〇・△ 朝治療

受付時間　8：15～11：00

（〇印：新患、△印：再来）

（平成30年7月1日現在）

受付時間　8：15～11：00

受付時間　8：15～11：00

受付時間　8：15～11：00

受付時間　8：15～11：00

受付時間　8：15～11：00

受付時間　7：00～14：30
※診療時間は13：30頃からになります。

受付時間　8：15～11：00
都合により、休診となります。

朝治療 〇・△

〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△ 〇・△

内　　科

外　　科

糖 尿 病
外　　来

整　　形
外　　来

耳　　鼻
咽 喉 科

眼　　科

歯　　科

婦 人 科

小 児 科

曜　日 月 火 水 木 金科　名
内　　　科 ○

○
×

××

×９：００～１１：３０
 （７：００～１１：００）

○
９：００～１１：３０

 （７：００～１１：００）

１３：００～１６：００

 （１３：００～１６：００）

１３：００～１６：００

 （１３：００～１６：００）

○
９：００～１１：３０

 （７：００～１１：００）
○ ○ ○

９：００～１２：００
１３：００～１６：３０

（７：００～１１：００）
（１３：００～１６：００）

○ ○ ○ ○
診察時間

※診療の曜日、時間等は変更になる場合があるので、お問い合わせください。

８：３０～１２：００　／　１３：００～１７：００
 ( ７：００～１１：００ ／ １３：００～１６：００)（受付時間）

外　　　科
診察時間

（受付時間）
小　児　科

診察時間

（受付時間）

西北五地域の自治体が一つになって
地域の医療を支えます

西北五地域の自治体が一つになって
地域の医療を支えます

つがる市民診療所

鰺ヶ沢病院

かなぎ病院

つがる総合病院

鶴田診療所




